
　　　Rotary　International　2018-19 　　　国際ロータリー第2670地区
　　　　会 長　バリー・ラシン 　　　　　ガバナー　桑原　征一
　テーマ

　　　　インスピレーションになろう

 　平成３０年７月２４日（火）

　【会長報告】

◆　 「国際ロータリー第2670地区2021-2022年度ガバナー候補決定宣言」の文書が届いております。

ガバナーノミニー・デジグネート（2021-2022年度ガバナー）に東　邦彦氏が決定されました。

　【幹事報告】

◆　 稲毛会長に「米山功労者：第2回マルチプル」受賞の感謝状が届いておりますので贈呈します。

◆　 次週例会終了後、８月理事会を行いますので、役員・理事の方はご出席をお願いします。

　【プログラム】　❤　客 話  （出席委員会）　久保田剛司委員長

　　　　　　〔ＮＰＯ四国夢中人　代表　尾崎美恵様〕

　　　　　　　　　演題『誰もが夢中になる塩飽諸島の魅力を広めたい』

　　「四国夢中人」はフランスを中心とした欧州と四国の国際相互交流を目的として

　　2008年設立されました。その想いは四国の魅力を欧州の人々に“知って”もらう

　　だけでなく、彼等を四国に呼び、直接四国の文化を“実感”してもらうことにあります。

　　そこで、毎年テーマを決めて夏（7月）にパリジャパンエキスポへ出展し秋（10月）に欧州

　　ブロガーによる四国招待ツアー事業を毎年重ねており、双方の人的並びに物的交流の促進を進めて

　　おります。これらの活動は自治体、各企業、教育団体、経済団体、地元ボランテアーの方々だけでなく、

　　在仏の日仏ボランテアーの方々の御支援によって実施されています。これからも皆様の暖かいサポート

　　をベースに四国を様々な切り口でPRしていきます。

　　　　　「ママ、EUの大統領に会ってくるわ」

　　　　　四国香川に住む専業主婦が、一念発起してフランス語を学び、43歳で岡山大

　　　　　学の大学院に入学。三人の子どもの子育てが終わるやいなや、大ブレイクし

　　　　　てしまった。フランス人に美味しい讃岐うどんを食べさせたい一心で、パリで

　　　　　毎年開かれる日本おたくの祭典「ジャパンエキスポ」に出展。「四国夢中人」

　　　　　というNPO（実情はたったひとり）を立ち上げ、手作りのインバウンド事業に

　　　　　乗り出す。

　　　　　ジャパンエキスポに毎年出展しつつ、四国に欧州人ブロガーを呼び、日本で

　　　　　一番外国人旅行客の少ない四国の魅力を発信してもらうツアーを企画。しか

　　　　　も、ほとんどタダで。そんな母の行動力を長女がブログに書いたところ、それ

　　　　　がSNSでどんどん広がり、「ほぼ日刊イトイ新聞」の記者が来る。「ほぼ日」に

　　　　　掲載されたインタビュー「すごいお母さん、ＥＵの大統領に会う」はあっという

　　　　　　　　　　まにPVが上がり、栄えある「人気コンテンツ」ランキングの上位をキープし、大ブレイク！

フランス人が歩き遍路に強い興味を抱くように、外国人は日本の思いもつかないようなものに魅力を

感じている。ひなびた地方都市が、それを発掘するにはどんなことが必要なのか。　ヤル気と好奇心

さえあれば誰にでもできる、地方創生のヒント満載！

糸井重里氏が帯に記したコピー「勇気より、平気がすごい。」をモットーに、お母さんは今日も道なき道

を行く。 　
　

　四つのテスト 　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか

　　２．みんなに公平か　　４．みんなのためになるかどうか言行はこれに照らしてから
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　　　「花と昆虫の楽園キャンペーンPART２」

　　　　アウトドア―シーズン　到来！

　　　　　　大人も子供も手島の大自然に触れよう！！

　　　　　瀬戸内海に浮かぶ島・手島では、ひまわり畑・昆虫採集・流しうどん・バーベキュー・地引網・

　　　　　花の苗植え ｅｔｃ 非日常の体験が待っています。　ただ、潮騒や小鳥のさえずりに耳を傾ける

　　　　　だけでも価値あり！　みんなで一緒にわくわくしよう！

　 期日：８月３日（金）～５日（日）

　 　３日金曜日

　　　午後 昆虫（生物）採集と観察（学生対象）

　京都大学農交ネット１０名、丸亀高校生物部＋ＯＢ１８名

ガイド 出嶋利明先生（瀬戸内虫の会）

夕食 戸外　バーベキュー

夜 ウミホタルトラップ仕掛けと観察

　 　４日土曜日

　　　午前 地引網　　干潮10：00

昼食 流しうどん・手弁当

ガイド 昆虫採集（子供対象）

　 　 花の苗植え　５００ポット

　５日日曜日 自由研究

花の苗植え　５００ポット

第１ 　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。
第２ 　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕

　する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。
第３ 　ロータリアン一人一人が個人としてまた事業および社会生活において、日々、奉仕の理

　念を実践すること。
第４ 　奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて国際理解、親善、平和を推

　進すること。



　【本日のニコニコ】

♣　 本日。ＮＰＯ四国夢中人・尾崎美恵代表をお迎えして 　

　　　　客話を無事終えて。　ありがとうございました。 ：久保田剛司 出席委員長

♣　 四国夢中人・尾崎代表をお迎えして ：稲毛　謙二 会長

♣　 四国夢中人・尾崎代表をお迎えして ：氏家　正俊 幹事

♣　 四国夢中人・尾崎代表をお迎えして ：小宮山　滋 Ｓ・Ａ・Ａ

♣　 ：西紋　孝一 さん

　【来訪ロータリアン】　（なし）

　【メークアップ】　（２名）

◎ 森　　英司 君　（６／２８　岡山後楽園ＲＣ）

◎ 名倉　良成 君　（７／１０　坂 出  ＲＣ）

　【出席報告】 　第２０９１回例会

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

３９名 ３名 ３６名 ２２名 １４名 ６１．１１％

　第２０８９回例会

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

３９名 ３名 ３６名 ２６名（2名） １０名 ７２．２２％

　【７月３１日（火）の例会】

客 話  （会報雑誌委員会）　　氏家正俊幹事兼会報雑誌委員長

　　〔㈱西日本ファーマシー　代表　吉村輝美様〕

　【８月７日（火）の例会】

暑気払い夜間例会 （プログラム委員会）　 塩野拓二委員長

　　【オークラホテル丸亀３Ｆビアガーデン　　午後７時～】

　　～８月１４日（火）の例会は『休会』（お盆休み）です～

　四つのテスト 　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか

　　２．みんなに公平か　　４．みんなのためになるかどうか
第１ 　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。
第２ 　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕

　する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。
第３ 　ロータリアン一人一人が個人としてまた事業および社会生活において、日々、奉仕の理

　念を実践すること。
第４ 　奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて国際理解、親善、平和を推

　進すること。
　オークラホテル丸亀　☎23-2222

事務所 　オークラホテル丸亀４３０号室 　TEL；0877-21-6611　　FAX；0877-21-6655
例会日 　毎週火曜日　PM12:30～PM1:30 　URL；http://www.marugame-east-rc.com

　E-Mail；merc@soleil.ocn.ne.jp

〒763-0011 丸亀市富士見町3-3-50
　ＭＡＲＵＧＡＭＥ　ＥＡＳＴ　ＲＯＴＡＲＹ　ＣＬＵＢ 例会場

言行はこれに照らしてから

＜７月２４日（火）現在＞

＜７月１０日（火）分＊（　）内はﾒｰｸｱｯﾌﾟ＞

西光雄先生（坂出聖マルチン病院）よりＤＶＤを預かりました



　　ロータリーブランドニュース（2018年７月）

　　　　「ロータリー」という名前を聞いたことのある人が増えている一方で、ロータリーについてよく理解していない

　　　　入会候補者や支援者が多いことが最近の調査で分かっています。　　ロータリーがどのような団体であり、

　　　　地域社会で何をしているのかを知らない人が、まだ大勢います。調査対象者の６０％近くが、自分の地元

　　　　地域にロータリークラブがあることを知らないと回答しています。

　　　　「世界を変える行動人」キャンペーンは、行動するロータリー会員の姿を多くの人に見てもらうことで、ロータ

　　　　リーのストーリーに息吹を与えようとするものです。人々の関心を引く写真やメッセージとともに、行動人の

　　　　ストーリーを一斉に紹介することで、ロータリーとその活動に対する公共の理解を深めることができます。

　　　　「ロータリーとは何ですか？」と聞かれたら、あなたはどう答えますか？

　　　　「世界を変える行動人」キャンペーンに関する記事をご覧ください。

ロータリーの活動を知ってもらおう 「ロータリーとは何ですか？」 会員にそう尋ねると、実にさまざまな答え

が返ってきます。クラブが自主的に幅広い活動を行うロータリーでは、会員の体験も千差万別だからです。

しかし、そこには共通点があります。それは、ロータリアンが地域社会に変化をもたらすために活動している

ことです。 2011年からブランド構築に力を注いできたおかげで、ロータリーに対する認知度は全世界で60％

から 75％にアップしました。しかし、最近の調査で、ロータリーがどんな団体なのか、どんな活動をしている 

のかを知る人はまだ少ないということが分かっています。地元クラブの活動はおろか、世界的なポリオ撲滅

活動さえも、一般にはあまり認知されておらず、実際、回答者の60％近くが地元にロータリークラ ブがある

ことを知りませんでした。 仲間を増やし、奉仕の輪を広げ、地域や世界により大きく貢献していくには、ロータ

リーの公共イメージ を向上させる必要があります。そのための次のステップは、ロータリーへの「理解」を促す

ことです。 ロータリーの新しい公共イメージキャンペーン「世界を変える行動人(こうどうじん)」は、地域社会の

ニーズをとらえて行動を起こし、人びとの力をつなげて変化を生み出そうとする「行動人」としてのロータリアン

をアピールすることで、ロータリーへの認知、理解、関心を高めることを狙いとしています。 さらに、現会員と

入会候補者、寄付者、パートナー団体、支援者のモチベーションと参加意欲を高めることも目的としています。

公共イメージは、時間をかけて高めていく必要があります。　このガイドを参考にして地元でキャンペーンを

実施し、「世界を変える行動人」としてのロータリーを多くの人に知ってもらいましょう。

「世界を変える行動人」キャンペーンとは・・

ロータリーの新しい公共イメージキャンペーン「世界を変える行動人」は、以下の疑問に答えることで、ロー

タリーへの理解を深めることを狙いとしています。 • ロータリーとは何か • ロータリアンとはどのような人びと

か • ロータリアンの活動はどのような成果をもたらしているのか • ロータリーは他団体とどう違うのか。

このキャンペーンは、さまざまな形の広告を通じて、「行動人」としてのロータリー会員の姿にスポットを当て

るものです。地域に根づいて活動しながら、より良い地域社会をめざし、課題があるところにも希望や機会を

見出し、協力して解決へとつなげていくロータリーの活動を、一般の人びとに知ってもらうことが目的です。
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